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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年６月30日）におけるわが国の経済は、政府の経済政

策や金融政策の効果等から企業収益や雇用環境の改善傾向が続き、緩やかな景気の回復基調がみられました。しか

しながら消費税増税に伴う駆け込み需要の反動や、人材不足が顕在化するなど依然として先行き不透明な状況が続

いております。 

食品業界におきましては、原材料価格の高騰や消費税増税に伴う反動減などの影響がありましたが、輸入食品

の信頼性に対する不安や健康意識の高まりもあり、消費者の食の安心・安全に対する関心は再び高まりつつありま

す。 

このような状況の中、当社の主たる販売先である産直型の生活協同組合及び宅配会社に対する主力の鶏肉及び

冷凍加工食品の販売は堅調に推移し、売上高は増加いたしました。 

利益面につきましては、鶏肉及び冷凍加工食品の売上高の増加や、若鶏の飼育成績の向上等の増益要因もあり

ましたが、飼料価格の高騰や、販売費及び一般管理費の増加等により減益となりました。なお、当社グループの売

上は、鶏肉等の需要が秋から冬にかけて多くなるため、利益の大半が下半期に発生する傾向があり、当期につきま

してもその形で推移するものと見込んでおります。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、11億12百万円（前年同期比5.4％増）、営業損失は15百万

円（前年同期は16百万円の損失）、経常損失は17百万円（前年同期は14百万円の損失）、四半期純損失は22百万円

（前年同期は18百万円の純損失）となりました。 

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来の

「産直畜産事業」、「総合宅配事業」及び「牛乳製造卸売事業」の３区分から、「生産卸売事業」及び「直販事

業」の２区分に変更しており、比較、分析は変更後の区分に基づいております。 

 報告セグメントの変更についての詳細は、「４．四半期連結財務諸表 （３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（セグメント情報等）」セグメント情報の「Ⅱ．４．報告セグメントの変更等に関する事項」に記載のとおり

であります。 

 

（生産卸売事業） 

 主に産直型の生活協同組合及び宅配会社へ販売している鶏肉、冷凍加工食品、鶏卵、牛乳等で構成される生産卸

売事業につきましては、主力の鶏肉及び冷凍加工食品を中心に、販売が前年同期を上回ったため、売上高は増加い

たしました。利益面につきましては、飼料価格の高騰の影響があったものの、売上高の増加や、若鶏及び採卵鶏の

飼育成績の向上等により増益となりました。 

この結果、生産卸売事業の売上高は、9億42百万円（前年同期比6.6％増）、営業利益は57百万円（前年同期比

19.2％増）となりました。 

 

（直販事業） 

当社の食品を中心に会員宅に商品をお届けする直販事業につきましては、全国向けの宅配の会員数が首都圏を

中心に伸長したものの、消費税増税に伴う需要の反動減等により売上高は微減となりました。利益面につきまして

は、売上高の減少と、運賃やシステム開発費用等の販売費及び一般管理費の増加により減益となりました。 

 この結果、直販事業の売上高は、1億69百万円（前年同期比0.4％減）、営業損失は3百万円（前年同期は0.5百万

円の損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、１億14百万円減少し、38億58百万円

となりました。これは主に、現金及び預金が１億7百万円減少したことによるものであります。

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ82百万円減少し、25億66百万円となりました。これは主に長期借

入金が54百万円減少したことによるものであります。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ32百万円減少し、12億91百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の業績予想につきましては、平成26年５月９日に公表いたしました業績予想に変更はありませ

ん。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 938,834 831,756 

受取手形及び売掛金 546,192 540,887 

有価証券 20,470 20,472 

商品及び製品 64,103 101,808 

仕掛品 195,106 190,344 

原材料及び貯蔵品 67,272 65,655 

繰延税金資産 18,126 18,724 

未収入金 171,962 139,204 

その他 29,607 28,745 

貸倒引当金 △1,170 △1,587 

流動資産合計 2,050,505 1,936,011 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 608,147 601,385 

機械装置及び運搬具（純額） 220,604 226,443 

土地 802,401 802,401 

建設仮勘定 30,293 22,051 

その他（純額） 101,784 99,978 

有形固定資産合計 1,763,231 1,752,260 

無形固定資産    

のれん 51,321 47,992 

その他 12,367 25,267 

無形固定資産合計 63,688 73,259 

投資その他の資産 95,258 96,774 

固定資産合計 1,922,179 1,922,294 

資産合計 3,972,685 3,858,305 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 403,882 390,987 

短期借入金 1,005,075 999,860 

リース債務 12,263 12,339 

未払法人税等 14,278 7,007 

賞与引当金 20,303 16,925 

その他 247,933 265,848 

流動負債合計 1,703,736 1,692,967 

固定負債    

長期借入金 626,482 572,136 

リース債務 32,225 29,111 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

繰延税金負債 21,828 23,171 

退職給付に係る負債 212,227 205,820 

役員退職慰労引当金 52,201 43,446 

固定負債合計 944,964 873,686 

負債合計 2,648,701 2,566,654 

純資産の部    

株主資本    

資本金 714,150 714,150 

資本剰余金 554,541 554,541 

利益剰余金 52,174 17,104 

自己株式 △3,573 △3,716 

株主資本合計 1,317,292 1,282,078 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,691 9,572 

その他の包括利益累計額合計 6,691 9,572 

純資産合計 1,323,984 1,291,651 

負債純資産合計 3,972,685 3,858,305 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 1,054,244 1,112,073 

売上原価 835,987 880,265 

売上総利益 218,257 231,807 

販売費及び一般管理費 234,312 247,168 

営業損失（△） △16,055 △15,361 

営業外収益    

受取利息 369 130 

受取配当金 745 781 

補填金収入 4,229 481 

その他 1,445 1,087 

営業外収益合計 6,788 2,480 

営業外費用    

支払利息 5,138 4,264 

その他 32 20 

営業外費用合計 5,170 4,285 

経常損失（△） △14,437 △17,165 

特別利益    

固定資産売却益 628 243 

受取保険金 480 － 

特別利益合計 1,108 243 

特別損失    

固定資産除却損 122 144 

特別損失合計 122 144 

税金等調整前四半期純損失（△） △13,451 △17,067 

法人税、住民税及び事業税 2,557 6,467 

法人税等調整額 2,217 △984 

法人税等合計 4,774 5,482 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △18,225 △22,550 

四半期純損失（△） △18,225 △22,550 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △18,225 △22,550 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 981 2,881 

その他の包括利益合計 981 2,881 

四半期包括利益 △17,244 △19,668 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △17,244 △19,668 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  生産卸売 直販 

売上高      

外部顧客への売上高 883,797 170,447 1,054,244 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

41,139 625 41,764 

計 924,936 171,073 1,096,009 

セグメント利益又は損失

（△） 
47,866 △510 47,355 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 47,355

のれんの償却額 △3,329

全社費用（注） △60,081

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △16,055

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  生産卸売 直販 

売上高      

外部顧客への売上高 942,242 169,831 1,112,073 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

41,889 473 42,363 

計 984,131 170,304 1,154,436 

セグメント利益又は損失

（△） 
57,038 △3,857 53,180 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 53,180

のれんの償却額 △3,329

全社費用（注） △65,212

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △15,361

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

 当社グループのセグメントは、従来「産直畜産事業」、「牛乳製造卸売事業」、「総合宅配事業」の３

つの報告セグメントと「その他」に区分しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、「生産卸売

事業」と「直販事業」の２つの報告セグメントに変更しております。

 これは、中長期経営方針の策定にあたり、管理区分を見直し、これまで個別に管理していた「産直畜産

事業」、「牛乳製造卸売事業」、「その他」の事業を「生産卸売事業」として一体管理すること及びグル

ープ全体としての事業の位置づけをより適切に表示するため、「総合宅配事業」を「直販事業」に名称変

更したことに伴うものであります。

 なお、前第１四半期連結会計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したもの

を記載しております。
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